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日立′′SG一柑♂′型抽入遮断器に就いて

大 田 原 夫串

Hitachi,s SmallOilCircuit Breakers

By Shizuo Obta＼Vara

Kokubu BranchWorks of HitachiWorks,Hitachi,IJtd･

Abstraet

In the time span of these few years,the shortcircuitkVA of the distribution

linesservlngCityareashasconsiderablyincreased,andfoT rupturingdutyonsuch

lines the use of smallsize oilcircuit breakerswith arc extinguishingchamberis

almostimperative･Again,the compactness of size has become requisite to the

breaker tokeep abrest of higher economy ofinstallingspaceinmetal-Cladswitch

言earSubstationswhicharebeingsopopularized･

Toeope withtheabovetrend,=itachi,Ltd･hasrecentlyldevelopedTypeSG-10

newtypeoilcircuitbreaker,fortherating3～6kVratings･WithlOOMVArupturing

capacity.Measuring540mmby900mm,thenewbreakerweighsonly195kg･
Therupturing capacity test carried out at the HitachiSwitchgearLaboratory,

at6kVforupto200MVA,yieldedverysatisfactoryresult･

〔Ⅰ〕緒

近時

盲

力需要の急激な増大に伴い 3～61;Ⅴ級配電網

の短絡容量は次第に増大して､在来の遮断器でほ遮断容

量の不足をきたすようになった｡しかし在来型の比較的

大なる 断容量を有する消弧室付油入

きく､文気中

断器は形状が大

断器も形状が大きくなり､配電網の全校

的にわたって使用するには高価に過ぎるきらいがあつ

た｡更にメタルクラヅドの需要の増加と共にこの種の

断器の小型軽量化が要望されるようになった｡

日立製作所ではこれらの要望に応ずるため3-61ミⅤ級

つ小璧け由入

の短絡

力潮田発

断器を開発し､61てⅤに於て200MVA迄

断試験を実施した｡この型のものは既に東京電

所その他に納入して好成績を収めている｡以

下この遮断器の概要に就いて

〔ⅠⅠ〕仕

ベる｡

仕様は次の通りである｡

型‥‥‥SG-10 式=…･MA 電磁操作式

定 格…‥=………6･9kV,600A

*
日立製作所日立国分分工場

遮 断 容 量‥‥100MVA(3･45Ⅰ(Ⅴ及び6･9

1;Ⅴに於て)

投 入 容 量･‥

断時間...

投入操作

油

…….42,000A

…….8∈り以下

流…………‥p･C･100V 27A

､｢■1.
鬼･･･‥

_見旦･･･‥

..50J

…‥.195lくg

〔ⅠⅠⅠ〕構造並びに特長

構造ほ特に小型化に留意し､第1図(次頁参照)に示す

ようにタンクを角型に作り占有面積を′トならしめた｡遮

断容量を増すために消孤塁を設け､従来は 断時の内圧

に耐え得るように丸型であったタンクを､新型の消弧室

により 断時の内圧を軽減してタンクを角型にした｡第

2図(次頁参照〕はタンクを降した場合を示す｡従来の油

入遮断器ほ消弧重を一相に2箇直列に左右対称的に寵置

して使用したが､これを一相に1箇片側のみに配置し

た｡消弧室を1箇にすることに依り投入行程の 擦は半

滅し､又可動接触子を従来の橋絡型からヒンヂ型に改良

したことに依り､内部のリンク機構を簡略にすると同時

に､投入行程中の投入電流に依る反撥力の影響ほ橋絡型
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第1団 SG-10-MA 6.9kV 600AlOOMVA

抽 入 遮 断 器

Fig.1.SG-10-MA 6.9kV 600AlOOMVA

OilCircuit Breaker

の半分になった⊂従って投入操作力は小さくて済み､投

入操作機満都は′｣＼さくなると同時に遮断器の投入容量も

増大した｡

消弧窒の構造は特に油流吹付の効果を発揮して電弧時

間を短縮した新 制孤塁で､単一切であるにもかゝわら

第2図

Fig.2.

ず最大

第35巻 第12号

′

SG-10型泊入 断器内部構造

InternalConstruction
of the=SG-10,,

Type OilCircuit Breaker

弧長は従来の半分になっている｡従って

の電弧勢力は従来の数分の一になり､その結

断時

タンクの

油量並びにタンクの空隙容積は従来の半分になった｡又

消孤塁の形状を角型にL■､可動接触子も先端に耐弧メタ

ルを附して匁型のものを用いて相聞距離を短縮した｡

上記の改良によって第3囲の寸法図に示す如く､占有

面積は540nlmX900mm,重量は筐か1951唱の小型

にすることが出来た｡従って例えば配電盤の背後に配列
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第3図 SG-10 型 抽 入 遮 断 器 寸 法 図

Fig･3･/ Dimens三on of the=SG-10"Type OilCircuit Bre云1こer
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占有容積 占看面箱 重富 油妄 操作∩

第4図 SGqlO型抽入遮断器と SYG-15型

抽入遮断器の比較

Fig･4.Comparison of O.C.B.=SG-10=

and O.C.B.=SYG_15=

する場合､配電盤の盤幅ほ 600mm で足り､又メタル

クラヅドの場合ほ函幅 700mm という小さい寸法に

作することが可能である｡

今これを同程度の 晰容量を右する在来のSYG-15

聖油入遮断器と比較すれば､占有面積は60%,重量は

42･5%,油量は 47% という小型餐量になっている｡こ

図をれ に示せば第4図の如くなる｡

文最近発達しつゝある磁気吹消通気申遮断器と比較す

るに､重量､占有面積共に半分以下である｡制弧室ほ

断試験によって十分検討せられており十分な ■-･-紆

ム
ロ
〓断

有する｡油量も必要最小限に切詰められている･故炎焼に

よる災害もおそれるに当らない｡その畳も極度に切詰め

られており炎焼による災害も恐れるに足らない｡

〔1V〕試 験

性能に関しては･特に厳重なる型式試験を実施した｡試

験ほ開閉操作試験､.連続蘭l調試験､ 度上昇試験､商用

周波耐圧試験､衝撃波耐圧試験等何れも良好なる成績

を収め､特に開閉操作は軽快で数千回の連続開閉後も何

等異常なく､手動操作も非常に餐く操作することが出来

た｡

短絡 験は日立製作所の 50MVA短絡発電機を

用いて実施した｡試験種目並びに試験条件を第1表に示

す｡第2表(次頁参照〕ほその試験結果で､定格100

MVAに対して2倍の200MVAの遮断にも成功した｡

第1表

Tablel.

験動作責務並びに試験条件

Operating Duty and Condition of

Shortcircuit Test

責務

番号:(】くⅤ〕(A)

遮断1
容景;動作責務
(MVA)■

固
波
三

原
胞
k

900: 0.9∠1

4,000 41.5

10,000104

17,000■177

40,000

0-11Tlin-0

-3m玩卜0

0-1min-0

-3min-0

0-1min-0

-3min-0

0-11nin-0

-3min-O

C-1min-C

-3min-C

,50

｢⊥

6,700

5,000

8,000

0.03

0.03

0.05

.ノ

第5図

Fig.5.
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第 2 表 試 験 結 果 要 約

Table2.Summary of Shortcircuit Test

第2表の 流と電弧時間の関係を図示すれば第5図

の如くなる｡第5図で明らかな如く新型制弧室を用いた

結果従来のものに比して

三流

弧時間が大分短縮している｡

断試験後の接触子の損傷は極めて軽微で､更に定格

冠の通 開閉をしても何等の支障のない程度であつ

た｡消孤塁の隔壁は全然損傷がなく､油の分解炭化物が

附着した程度であった｡

特 許 第199564号

〔Ⅴ〕結

以上SG-10型油入

断器は

●冨

断器の概略を述べたが､この

(1)新型消弧室を用う｡

(2〕従来各相2箇左右対称に使用していた消弧室を

片側1箇のみとす｡

〔3)タンク内部のリンク機構を簡略化す｡

(4〕タンクを角型にする｡

等の改良に依り､容積毒量共に従来品の約50%という

小型で而も十分なる 断容量を右するも仁である｡

この遮断器を使用することに依り､火水力補機関係並

びに二次配 設備ほ占有面積が小さくなり､経済的であ

るばかりでなく､運転操守の完璧を期することが仇来る

ものと確信している-

糸召 介

両回転方向に半白唆する制動

この発明は､回転軸1に固定した制動板2と､これを

押圧する抑圧板3とよりなり､上記押圧板3にほ両回転

方向に対して同一の傾斜面を右する凹部4を設け且つこ

の凹部にほ固定突起5を係合せしめ､上記押圧板3にほ

初期圧力を与えることにより､即ち常時は電磁石6で押

圧板3を吸引して制動を開放しているが､制動時電磁石

6を消勢せしめるとばね7によって抑圧板3に初期圧力

を与えることによって､抑圧板3を制動板2と共に回動

せしめ押圧板凹部傾斜面は固定突起5に乗り上げ制動板

2ほ自動的に制動せしめられるものであり､傾斜箇の角

度を適当に設計することによって十分な制動力を発揮せ

しめることができ､極めて確実に動作するものであり特

に電動ホイストの制動機等として好適なものである0
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